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W.H,Beaverな どが 「財務報告革命」と称 しているような企業会計をめ ぐる急激な環境変化に
対 して、従来の会計研究はどのように対処 してきたのであろうか。筆者は、今日の動向を最も切迫











に関する研究は、AAAが 『基礎的会計理論の表明』を公表 して以来、会計研究の主流 にさえなり





以上のように、筆者 は会計測定 シスデムに関する意味論的考察の必要性を認識 し、そのための具
体的方法論を確立するために、すでに長年にわたり会計測定 シ.ステムに関する意味論的考察の重要
性を指摘 してきた杉本典之教授の一連の著作を検討 し、本論文でいうところの 「意味論的アプロー
チ土を提示 した。
・「意味論的アプローチ」 とは、C .W.Morrisが 展開「した近代記号論の うち、特に意味論 に着 目




定システムは、第1に ③の要素 と②の要素 との関係に関する局面、すなわち会計担当者は会計測定
の対象をいかに認識 ・測定 しているかという思考局面 と、、第2に(1)の 要素と②の要素 との関係に関
する局面、すなわち会計担当者 は第1の 局面でえられた思考をどの様に会計的記号に表現するかと
いう思考局面 との2局 面から考察される。第1の 局面 に関する考察 は、会計測定システムの深層構
造に関する理解を導 き、第2の 局面に関する考察 は表層構造に関する理解を導 く。いうまでもなく、
「意味論的アプローチ」の力点は第1の 局面の考察におかれる。
上記の 「意味論的アプローチ」の特徴をあきらかにすべく、筆者 は、G.J.Staubus教 授が「「マー
ケット・シミュレーション理論」と名づけて提起 した会計測定論を検討 した。この理論を検討対象
として取 り上げた理由は、「マーケット・シミュレーション理論」が新たな会計測定論 の展開 と目
されるものの、本論文でいうところの 「測定論的アプローチ」を採用 しているとみなされるからで







富の構成要素(資 産および負債など)の 価格を一種のマーケット・シ ミュレーションによって求め
る手続きにほかならない、との見解を提起 した理論である。 したがって、下資産」や 「負債」 など
の用語は、会計測定の対象を意味すると同時に、会計的記号をも意味 し、「測定論的 アプローヂ」
がもっ欠陥を 「マーケット・シミュレーション理論」に対 しても指摘することができる。
これに対 して、「意味論的アプローチ」では会計的記号と会計測定の対象 とを峻別 し≦「資産」や
「負債」などの用語は会計担当者の思考内容を表現する会計的記号を説明するための用語である理
解とする。したがって、会計担当者 は会計の測定対象をいかに認識 ・判断 しているかを考察するこ
経3
とが、会計的記号の意味を明 らかにすることにほかならないと、考える。筆者は、種々の例を挙げ
て、会計測定の対象 となる 「企業の経済事象」を認識 ・判断する会計担当者の思考 こそが、会計的
記号の意味を決定する要素であることを指摘 した。
上記の検討にもとづき、筆者は現行の会計測定システムの基礎となっている複式簿記の深層構造










以上の検討か ら、筆者は、「2重分類的複式の会計思考」を基本的論理 とする 「会計的思考モデ
ル」を提示 した。ここで提示 した 「会計的思考モデル」 は、会計担当者の思考過程を記述する 「疑
似モデル」ではなく、複式簿記の深層構造を説明し、その深層構造が社会的 ・歴史的環境に規定 さ
れる一定の 「コミュニケーションの場」において、 どの様に変形生成 され、表層構造上の複式簿記
となって現象するのかを分析するための 「分析モデル」である。
本論文の第V章 か ら第W章 までは、これまでの考察から導いてきた 「会計的思考モデル」を、現
行の会計測定システムの分析のための用具として用いることにより、その妥当性を論証 しようとす
るものである。












第VI章 では、現行の企業会計における、損益認識の構造を 「会計的思考モデル」によって分析 し
た。その分析の結果、企業の経済事象をもたらした経営者の意思決定に関する認識 ・判断こそが、
会計担当者が損益を認識するための基本的要件であるとの知見 をえた。 すなわち、会計担当者 は
「経済の事象企業」 という測定対象を 「資金の流れ」 として思考するが、そのさい、会計担当者は、
その資金の流れを生 じさせた経営者の意思決定に関する判断を行い、「資金の流れ」 を 「自由選択
性資金の流れ」または 「拘束性資金の流れ」 として色づけして認識す る。 そして、会計担当者 は
「自由選択性資金」の投下 ・費消 ・回収の過程で損益を認識している、との理解をえた。
上記の損益認識の構造に関する議論は、基本的に森田哲彌教授の所論に依拠 しているが、森田教
授の所論を 「会計的思考モデル」によって、簿記論的に再解釈 し、 もって、現行の複式簿記におけ
る損益認識の構造をより具体的に示すことができたように思 う。その傍証として、債権と現金 との
交換取引および固定資産と固定資産との交換取引という、現行の会計基準のもとでもその損益の認
識にっいて議論が分かれる特殊な取引例を提示 し、「会計的思考モデル」によ って損益 が認識 され
る要件を分析 した。
第V皿章では、現在 さかんに議論され、かっ制度化されっっある、いわゆる 「資金計算書」を取 り
上げて、その構造を 「会計的思考モデル」によって分析 した。 この分析によって明かとなったζと
は、資金計算の構造は、複式簿記の深層構造か ら生成された一つの表層構造にほかならないという
事実である。また、L.C.Heathな どは、「営業活動」、「財務活動」、および 「投資活動」などの企
業活動別 に資金計算を分割することを提案 しているが、こうした企業活動別の資金計算 も、同様に
複式簿記の深層構造か ら導かれる。
上記の知見からいえることは、様々な形態の資金計算書が 「コミュニケーションの場」の要請に




およびアウ トプット理論という会計構造論の類型を吟味 し、杉本典之教授の所論がその典型 とされ
るインプット理論の妥当性 と可能性 とを示 した。いうまでもなく本論文で提起 した 「会計的思考モ
デル」は、表面上は、インプット理論に属する。




新たな理念の下に、意味論的アプローチによって現行の会計測定システム(複 式簿記)を 考察 した




「序章 問題の所在 とアプローチの模索」および 「第1章 基礎理論の必要性」では、財務会計
基準の量的 ・質的拡大の要求、その国際的統一化などの、現在の企業会計をめ ぐる環境条件に対処
して、伝統的会計理論を見直すための一般的アプローチは何かという問題が提起 されている。 この




を言 う。 このアプローチに対 して、会計測定システムをいわばブラックボックスとしたままに、そ
こから産出される会計情報の有用性を強調するのは一面的な主張であるとする山本氏の批判は注目




アプローチの基本的立場は、オグデン=リ チャーズの意味論を援用 して、測定対象 と会計的記号と












定対象 となる物(商 品)の 存在を前提とし、会計的記号(「 商品」)が存在する物の直接表現であり、
その物に割当られた数値 も現実の貨幣価値(¥100)と 直接対応する会計的記号(「100」)と 考える。
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これに対 して、意味論的アプローチは、物(商 品)は 先験的に存在せず、会計担当者の思考に依存
する(た とえば、「商品」は会計担当者がある物を売却目的で保有 していると判 断 したとき、その
思考を表現する記号であり、「100」もまた会計担当者の思考を表象する記号である)と 考えるので
ある。さらに、 この章はストーバスによって展開された会計測定の 「マーケット・シ ミュレーショ











主張を展開 している。 この主張の展開過程で重要な点は、田中茂次氏 によつて援用されている深層
構造と表層構造 という概念 と変形規則を導入して、現金 と商品との交換取引が以下のように説明さ
れているところで ある。すなわち、
(借方)商 品100(貸 方)現 「 金100
という通常の仕訳は、表層構造 としての会計文であり、深層構造では商品の流入と現金の流出とい
う2っ の事象が認識され、
(借方)商 品100(貸 方)買 掛 金100
(借方)買 掛 金100(貸 方)現 金100
と会計文を書 くことによって、複式簿記の2重 分類性を摘出し、(貸 方)と(借 方)の 買掛金が相
殺されて、上記の通常の仕訳 に変形されると説明 している。
次いで、山本氏は2重 分類的思考を特徴づけている実質的思考を杉本典之氏の 「資金的2勘 定系
統説」を手がかりに検討 し、次のような 「会計的思考モデル」を提示 している。すなわち、会計担
当者が企業の経済事象を 「資金の流れ」として認識し、その資金形態面と資金源泉面 とに関する判
断を複式記入 という表現法によって勘定(会 計的記号)に 表記するというモデルである。 このモデ
ルにっいて留意すべきことは、「資金」が記号 レベルではなく、思考 レベルの用語であって、経済





疑似性ではな く、会計測定 システムをめ ぐる諸問題の分析 ・説明能力に依存する。本書の第V章 か
ら第冊章に至る三章 は、提示 した 「会計的思考モデル」の妥当性の検証に当て られている。
「第V章 会計測定 システムの構造 と会計的思考モデル」では、複式簿記の構造が貸借対照表と
損益計算書 との結合であると理解する通説を問題 として取 り上げている。山本氏は、先ず 「会計的
思考モデル」に基づいて、複式簿記の深層構造が資金形態面勘定集計表と資金源泉面勘定集計表と




という分析を行 っている。 この分析には複式簿記を資本主義の産物とみる見解および資産 ・負債 。





ている。 この分析にあたっては、山本氏は森田哲彌氏の提唱する 「自由選択性資金」 と 「拘束性資




















資金運用表に示されるべきことを主張している。 この章では、 さらに 「会計的思考モデル」にバ ッ
ターの 「資金化」の概念を導入 して、自由選択性資金 と拘束性資金の概念を相対化することによっ
て、会計担当者の企業の組織活動に関する判断と資金計算 との結び付 きの可能性を示唆 し、財務部
および営業部 についてそれぞれ資金運用表および資金明細表を例示 している。
「終章 要約と結言」で注目すべきところは、今後の課題を提示するにあ一た って、「会計的思考
モデル」の基礎にある 「資金的2勘 定系統説」に対する笠井昭次氏の批判を紹介 し、反批判を試み
ている部分である。山本氏は、笠井氏の批判のうち次の2点 を採 り上げている。たとえば、売掛金
の現金による回収 という取引は、通常以下のように仕訳 される。
(借方)現 金 ×××(貸 方)売 掛 金 ×××
これに対 して、「資金的2勘 定系統説」では、以下のように仕訳される。
資金流入:
(借方)現 金 ×××(貸 方)資 金源泉面 ×××
資金流出:
(借方)資 金源泉面 ×××(貸 方)売 掛 金 ×××
このような仕訳に対 して、資金の流入または資金の流出という1個 の認識にっいて、なぜ二面的
(複式)に 把握 されなければならないのか、というのが第一の批判点である。 この批判に対 して、
意味論的に言えば、会計的記号が表現 しているのは、認識対象ではなく、認識対象に関する会計担









上の利益の意味など、現在改めて問われるべき会計の多 くの基本問題を提起 している点は高 く評
価できる。
含.こ の論文で提示されている 「会計的思考モデル」は、杉本氏が会計記号論の一環として展開 し
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のに対 して、山本氏はさらにこの 「資金の流れ」がいかなる経営者の意思決定の結果生 じたかを
判断する会計担当者の思考 も、会計的記号の意味を生成する重要な要素であることを指摘 し、企
業の経済事象を 「自由選択性資金の流れ」または 「拘束性資金の流れ」 として認識 しようとして
いるところにある。 この 「自由選択性資金の流れ」と 「拘束性資金の流れ」を識別するための経
営者の意思決定に関する会計担当者の認識 ・判断能力は、経済事象を単に 「資金の流れ」として
識別する 「支配関係認識能力」(経 済財が当該エンティティの支配下にあるかどうかを認識 ・判
断できる能力)と は異質のものと考える。 したがって、経営者の意思決定構造にまで踏み込んだ
議論が必要である。山本氏は会計担当者の 「意思決定認識能力」を 「支配関係認識能力」と同一
視 して、経営者の意思決定に関する会計担当者の判断にっいて、十分に説得力ある議論を展開 し
ていない。 しかし、会計的思考に経営者の意思決定に関する会計担当者の判断を含めることは、
意味論的アプローチに新たな展望を開くものとして期待できる。
よって、本論文は経済学博士論文として合格、 と判定する。
経10
